


加
藤
義
幸
（
自
民
清
風
会
）

・
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
東
口
バ
ス
バ
ー
ス
周
辺
の
交

通
渋
滞
対
策
と
路
線
バ
ス

・
環
境
美
化

・
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策

杉
山
智
騎
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
死
亡
手
続
専
用
窓
口

・
真
宮
遺
跡
及
び
周
辺
の
環
境

荻
野
秀
範
（
自
民
清
風
会
）

・
林
業
の
振
興

・
中
山
間
地
域
の
振
興

磯
部
亮
次
（
自
民
清
風
会
）

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策

・
立
地
適
正
化
計
画

原
田
範
次
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
種
子
問
題

・
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

井
村
伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
園
児
・
児
童
の
安
全
確
保

・
公
共
図
書
館
に
お
け
る
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

・
在
宅
医
療

山
崎
泰
信
（
無
所
属
）

・
エ
リ
ア
バ
ス

・
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

鈴
木
英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
農
業
振
興

・
歴
史
ま
ち
づ
く
り

・
防
災
・
減
災

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
施
設

柴
田
敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
本
市
の
将
来
都
市
像

・
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ

野
島
さ
つ
き
（
公
明
党
）

・
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防

・
女
性
活
躍
の
推
進

・
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

大
原
昌
幸
（
無
所
属
）

・
太
陽
の
城
跡
地
へ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
の
建
設

・
子
供
か
ら
大
人
ま
で
を
含
め
た
ゲ
ー
ム
依

存
症

新
免
悠
香
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
老
人
性
難
聴
に
対
す
る
公
的
支
援

・
免
許
証
を
返
納
し
て
も
外
出
で
き
る
支
援

・
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
こ
と

・
学
校
で
の
副
読
本
の
利
用

鈴
木
雅
子
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
建
築
物

・
（
仮
称
）
社
会
福
祉
会
館

・
介
護
保
険
制
度
の
「
改
正
」

・
会
計
年
度
任
用
職
員

野
本
篤
（
自
民
清
風
会
）

・
都
市
計
画
道
路
若
松
線

・
出
会
い
の
杜
公
園

・
次
世
代
情
報
化
社
会

・
「
カ
ワ
イ
イ
に
出
会
え
る
ま
ち
、
オ
カ
ザ

キ
。」

三
浦
康
宏
（
無
所
属
）

・
急
傾
斜
地
の
土
砂
災
害

畔
柳
敏
彦
（
公
明
党
）

・
障
が
い
者
雇
用

・
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
う
保
育
園
運
営

・
終
活
ノ
ー
ト

野
々
山
雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

・
地
域
電
力
小
売
会
社

・
介
護
職
員
の
人
材
確
保

簗
瀬
太
（
自
民
清
風
会
）

・
政
策
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
３
０

・
「
岡
崎
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」

・
人
生
会
議
「
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
」

畑
尻
宣
長
（
公
明
党
）

・
生
活
習
慣
病
対
策

・
選
挙
啓
発

小
木
曽
智
洋
（
自
民
清
風
会
）

・
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

・
建
設
行
政

・
地
方
公
務
員
の
兼
業

井
町
圭
孝
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
防
犯

杉
浦
久
直
（
自
民
清
風
会
）

・
部
の
経
営
方
針

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興

・
公
共
交
通

小
田
高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
子
ど
も
・
若
者
と
ひ
き
こ
も
り

・
新
し
い
観
光
資
源

・
都
市
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
こ
と

一
般
質
問
と
は

・
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
報
告
や
説
明
を
求
め
、

疑
問
を
問
い
た
だ
す
も
の
で
す
。

６
月
定
例
会
で
は
、
２３
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の

質
問
項
目
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
及
び
議
会
映
像
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
掲
載
原
稿
は
、
議
事
録
に
基
づ
き
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
東
口
駅
前
広
場
の

渋
滞
対
策
に
つ
い
て

死
亡
手
続
時
の
御
遺
族

負
担
軽
減
対
応
に
つ
い
て

額
田
中
学
校
の
寄
宿
舎

敬
信
寮

立
地
適
正
化
計
画
につい

て

加
藤
義
幸
（
自
民
清
風
会
）

問

今
ま
で
も
渋
滞
対
策
を
実
施
し

て
き
て
い
る
が
、
夕
方
の
ピ
ー
ク

時
の
混
雑
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

更
な
る
渋
滞
対
策
が
急
務
だ
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
が

一
般
車
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
バ
ス
レ
ー
ン

に
入
れ
る
対
策
は
。

答

交
流
拠
点
の
西
に
あ
る
線
路
沿

い
の
第
２
乗
降
場
へ
の
誘
導
を
強

化
す
る
た
め
、
周
辺
道
路
か
ら
第
２
乗

降
場
へ
送
迎
車
両
を
誘
導
す
る
看
板
を

設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
路
線

バ
ス
の
バ
ス
レ
ー
ン
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

進
入
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
般
車
が
広

場
南
側
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ

で
停
車
し
た
り
、
バ
ス
レ
ー
ン
の
入
り

口
を
塞
ぐ
状
態
で
停
車
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
防
止

す
る
た
め
に
、

路
面
標
示
な
ど

で
バ
ス
の
動
線

を
確
保
す
る
対

策
を
考
え
た
い
。

杉
山
智
騎
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

死
亡
手
続
時
の
御
遺
族
負
担
軽

減
対
応
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

答

核
家
族
化
が
進
み
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
福
祉
制
度
な

ど
、
御
遺
族
等
が
把
握
し
づ
ら
い
状
況

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
つ
つ
、
本
市
に
適
し
た
や
り
方
を
考

え
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、
ど
な
た
か

が
亡
く
な
り
、
手
続
に
来
庁
さ
れ
た
方

は
、
確
認
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
書

面
を
初
め
に
訪
れ
た
窓
口
で
作
成
す
る

こ
と
で
、
各
窓
口
で
何
度
も
同
じ
こ
と

を
説
明
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、
か
な

り
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

手
続
に
関
す
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、

個
人
情
報
の
保
護
の
手
続
に
係
る
制
度

等
の
法
令
の
整
備
や
、
手
続
に
来
庁
さ

れ
た
方
と
の
続
き
柄
に
よ
る
対
応
可
能

な
範
囲
等
の
確
認
な
ど
も
併
せ
て
、
実

施
に
向
け
て
詳
細
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

荻
野
秀
範
（
自
民
清
風
会
）

問

敬
信
寮
に
関
す
る
課
題
と
今
後

の
方
向
性
は
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、

入
寮
対
象
地
区
の
生
徒
の
９５
％
は

通
学
バ
ス
が
あ
れ
ば
通
学
で
き
る
と
回

答
し
て
お
り
、
結
果
を
踏
ま
え
額
田
中

学
校
の
通
学
区
域
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

地
域
の
特
性
が
多
々
あ
り
、
通
学
時
間

や
安
全
性
を
考
慮
し
た
交
通
手
段
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

様
々
な
代
替
手
法
を
視
野
に
入
れ
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
時
間
を
要
し

て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
中
に
は
寄
宿

舎
の
方
向
性
と
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問

今
後
の
地
元
へ
の
対
応
は
。

答

額
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
御
理
解

を
得
た
上
で
進
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
際
は
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
丁
寧
な
対
応
を
と
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

磯
部
亮
次
（
自
民
清
風
会
）

問

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
あ
る
シ

ビ
コ
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
は
対
応
策
や

具
体
的
な
施
策
な
ど
が
あ
る
の
か
。

答

都
市
計
画
の
手
法
に
は
、「
特

別
用
途
地
区
」
と
い
う
手
法
や
、

「
街
並
み
誘
導
型
地
区
計
画
」
と
い
う

手
法
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
計
画

の
規
制
に
よ
り
、
商
業
業
務
機
能
の
集

積
等
を
図
る
た
め
１
階
部
分
へ
の
住
宅

等
の
建
築
を
制
限
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
で
は
、
地
域
の
魅

力
向
上
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
。
そ
の
一
つ
に
、
良
好
な
マ
ン

シ
ョ
ン
投
資
に
よ
る
居
住
促
進
と
マ
ン

シ
ョ
ン
低
層
部
へ
の
店
舗
、
オ
フ
ィ
ス

立
地
と
い
っ
た
将
来
像
を
描
い
て
い
る
。

道
路
や
公
園
、
広
場
と
い
っ
た
公
共
空

間
と
沿
道
建
物
の
１
階
部
分
を
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
一
体
再
生
す

る
と
い
っ
た
都
市
空
間
の
ト
ー
タ
ル
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す
る
規
制
・
誘

導
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一般質問

バスレーン進入路を塞ぐ形で停車している送迎車両

敬信寮
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種
子
問
題
に
つ
い
て

園
児
・
児
童
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

六
ツ
美
中
部
学
区

エ
リ
ア
バ
ス
運
営
協
議
会

要
支
援
者
支
援
名
簿
の

最
新
管
理
に
つ
い
て
問
う

原
田
範
次
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

種
子
法
廃
止
後
の
、
本
市
と
他

県
の
動
き
を
尋
ね
る
。

答

一
般
作
と
比
べ
、
作
業
全
般
に

に
わ
た
り
負
担
増
と
な
る
種
子
生

産
技
術
を
継
承
し
、
安
全
生
産
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
は

主
要
農
作
物
で
あ
る
稲
・
麦
の
優
良
種

子
の
継
続
的
な
供
給
と
品
質
向
上
を
図

る
、
種
子
の
生
産
組
織
で
あ
る
あ
い
ち

三
河
農
業
協
同
組
合
採
種
部
会
岡
崎
支

部
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

地
域
で
長
年
培
っ
て
き
た
種
子
生
産

の
た
め
の
技
術
や
人
材
、
種
そ
の
も
の

が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
北
海
道
、
山

形
、
新
潟
、
富
山
、
埼
玉
、
岐
阜
、
福

井
、
兵
庫
、
宮
崎
で
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
主
要
農
産
物
種
子
法
に
か
わ
る

独
自
の
種
子
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

井
村
伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

大
津
市
で
の
園
児
死
傷
事
故
後
、

岡
崎
警
察
署
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
指
導
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答

岡
崎
警
察
署
は
、
現
在
、
道
路

安
全
の
再
確
認
と
危
険
箇
所
の
再

洗
い
出
し
に
取
り
組
み
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
れ
ば
、

そ
れ
に
基
づ
き
地
域
住
民
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
早
急
に
危
険
箇
所
を
改
善

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
歩
行
中
の
小
学
１
年
生
の
死
者
・

重
傷
者
が
６
年
生
の
約
３
倍
に
上
る
こ

と
か
ら
、
岡
崎
警
察
署
と
連
携
し
、
従

来
か
ら
の
全
園
児
と
保
護
者
を
対
象
と

す
る
幼
児
交
通
安
全
教
室
に
加
え
、
新

１
年
生
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室
の
開

催
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
小
学

校
の
通
学
団
に
お

け
る
安
全
な
登
下

校
が
確
保
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み

も
、
新
た
に
検
討

し
て
い
く
。

山
崎
泰
信
（
無
所
属
）

問

六
ツ
美
中
部
学
区
の
エ
リ
ア
バ

ス
の
位
置
づ
け
、
岡
崎
西
尾
線
と

の
競
合
に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
ま
た
、

民
間
企
業
が
地
域
や
市
と
協
力
し
、
ワ

ゴ
ン
タ
イ
プ
の
車
両
を
使
っ
た
事
前
予

約
型
の
バ
ス
を
運
行
し
、
高
齢
者
や
市

民
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

答

エ
リ
ア
バ
ス
は
、
地
域
内
交
通

の
役
割
を
想
定
し
て
お
り
、
双
方

が
競
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
ふ
だ
ん
バ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
に
エ
リ
ア

バ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
岡
崎
西
尾
線
と
合
わ
せ
て
バ
ス

の
促
進
が
図
ら
れ
る
と
い
う
期
待
も
し

た
い
。
ま
た
、
六
ツ
美
中
部
学
区
エ
リ

ア
バ
ス
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
引
き

続
き
運
行
方
法
、
運
行
計
画
、
コ
ス
ト
、

利
用
促
進
な
ど
段
階
的
に
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
公
民
連
携
で
の
地

域
内
交
通
の
事
業
手
法

の
導
入
も
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

鈴
木
英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
制
度
の
登
録
人
数
と
、
対
象
と

な
る
人
数
と
そ
の
割
合
に
つ
い
て
問
う
。

答

令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
で
、

７
９
４
１
名
で
あ
る
。
該
当
者
数

は
約
１
万
７
千
名
で
、
登
録
割
合
は
約

４６
％
で
あ
る
。

問

登
録
申
請
さ
れ
た
緊
急
時
の
家

族
等
の
連
絡
先
に
対
し
て
、
そ
の

家
族
等
の
認
識
及
び
記
載
内
容
の
確
認

は
。
ま
た
、
毎
年
更
新
時
の
、
本
人
の

電
話
番
号
や
家
族
等
の
記
載
内
容
の
確

認
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
登

録
。
現
在
、
記
載
内
容
の
確
認
作

業
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
更
新
時
に
独

り
暮
ら
し
高
齢
者
で
認
知
症
の
人
は
、

緊
急
連
絡
先
の
う
ち
１
名
に
は
が
き
で

確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
、
申
請
時
に

緊
急
連
絡
先
に
記
載
さ
れ
た
人
の
同
意

を
得
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
登
録
者
に

対
し
て
確
認
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
緊
急
連
絡
先
へ
の
登
録
者
全
員

に
確
認
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

一般質問
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ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

女
性
活
躍
の
推
進

太
陽
の
城
跡
地
に

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
建
設

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
補
助
制
度
の
実
施

柴
田
敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

太
陽
の
城
跡
地
に
隣
接
す
る
の

り
面
を
埋
立
て
、
上
部
の
土
地
を

利
用
し
て
民
間
が
店
舗
な
ど
を
出
店
し

て
営
業
活
動
を
行
う
に
は
何
か
条
件
が

あ
る
の
か
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
に

隣
接
す
る
の
り
面
部
分
に
屋
台
村
・
カ

フ
ェ
な
ど
の
店
舗
を
誘
致
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
か
。
ま
た
、
募
集
要
項
に
入

れ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答

河
川
敷
地
の
占
用
許
可
基
準
に

基
づ
き
、
都
市
・
地
域
再
生
等
の

た
め
に
利
用
す
る
施
設
が
占
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
県
が
指
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
県
か
ら
こ
の
区
域
指
定
を

受
け
て
い
る
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
建
つ
と
こ
ろ
と
河
川
堤
防
、
土
地
の

隙
間
を
埋
め
て
そ
こ
に
店
舗
を
誘
致
す

る
、
も
し
く
は
、
施
設
と
河
川
空
間
が

一
体
と
な
る
よ
う
な
活
用
が
よ
い
と
考

え
て
お
り
、
募
集
要
項
に
は
、
そ
う
い

う
提
案
に
は
一
つ
の
加
点
を
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
多
彩
な
事
業
展
開
に

よ
り
、
民
間
が
し
っ
か
り
と
稼
げ
る
公

共
空
間
を
実
現
し
た
い
。

野
島
さ
つ
き
（
公
明
党
）

問

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に
力
を
注

ぐ
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答

将
来
的
な
労
働
人
口
の
減
少
に

つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
対
応
す
る

た
め
に
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
東
海
地
方
で
初
と
な
る
「
エ

ン
パ
ワ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
岡

崎
」
を
７
月
１２
日
に
り
ぶ
ら
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
。
６０
代
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始

め
て
８０
代
で
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
若
宮

正
子
さ
ん
の
基
調
講
演
の
他
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
、
市
長
も
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し

て
参
加
す
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
女
性
に
は
実
際
の
テ
レ
ワ
ー
ク

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
事
業
所
に
は
環

境
整
備
の
指
導
を
行
う
。
他
に
も
就
労

を
希
望
す
る
女
性
と
採
用
を
希
望
す
る

事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー

ン
体
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

大
原
昌
幸
（
無
所
属
）

問

殿
橋
南
側
の
太
陽
の
城
跡
地
に

グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
を
誘
致

す
る
と
共
に
、
同
敷
地
内
に
飲
食
を
伴

う
研
究
発
表
会
や
懇
親
会
等
を
１
０
０

０
名
規
模
で
行
え
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
を
公
設
民
営
で
建
設
す
る
計
画

を
決
定
し
て
い
る
が
、
飲
食
事
業
等
を

除
い
た
基
本
的
な
維
持
管
理
・
運
営
費

と
し
て
本
市
が
試
算
し
て
い
る
年
間
経

費
１
億
６
６
０
０
万
円
を
事
業
期
間
３０

年
間
と
仮
定
す
る
と
４９
億
８
０
０
０
万

円
と
な
り
、
想
定
建
設
費
の
約
５０
億
円

を
加
え
た
合
計
約
９９
億
８
０
０
０
万
円

を
市
の
税
金
で
賄
い
、
民
間
事
業
者
は

飲
食
等
の
事
業
で
の
支
出
と
収
入
で
運

営
し
て
い
く
と
い
う
認
識
で
よ
い
の
か

伺
う
。
ま
た
、
本
市
が
支
出
す
る
分
が

経
済
効
果
に
よ
り
契
約
期
間
内
で
回
収

で
き
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
見
解
は
。

答

支
出
の
み
の
計
算
は
そ
の
通
り

と
な
る
。
ま
た
、
事
業
負
担
を
投

資
と
し
て
考
え
、
ど
れ
程
の
経
済
効
果

が
表
れ
る
か
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
免
悠
香
（
無
所
属
・

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

問

補
聴
器
の
平
均
価
格
は
１
台
１５

万
円
で
低
所
得
者
や
生
活
保
護
受

給
者
は
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
く
て
も
負
担

が
大
き
く
諦
め
る
し
か
な
い
。
全
国
で

は
２０
程
の
自
治
体
が
高
齢
者
に
対
し
て

補
聴
器
購
入
の
補
助
や
現
物
支
給
を

「
生
き
が
い
と
生
活
支
援
」「
高
齢
者

の
社
会
参
加
」
な
ど
を
目
的
に
行
っ
て

い
る
。
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、

う
つ

生
活
の
質
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
、
鬱

や
認
知
症
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
補
助
実
施

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

本
市
と
し
て
は
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
保
持
者
と
軽
・
中
等
度
難

聴
児
に
補
聴
器
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
早
期
取
得
を
促

し
、
高
齢
者
の
補
聴
器
の
活
用
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
障
害
者
総
合
支
援
法

の
枠
を
超
え
た
、
高
齢
者
に
対
す
る
介

護
予
防
の
予
防
的
観
点

か
ら
の
市
単
独
で
の
補

助
実
施
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
な
い
。

一般質問
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要
支
援
１
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

変
更
と
受
け
皿

到
来
す
る
次
世
代
情
報
化

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

急
傾
斜
地
の土砂

災
害
対
策

農
福
連
携
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

農
業
の
視
点
で
推
進
を

鈴
木
雅
子
（
無
所
属
・

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

問

本
年
１０
月
か
ら
、
要
支
援
１
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
現
行
相
当
か
ら

短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
。

週
１
回
の
リ
ハ
ビ
リ
を
２
時
間
、
６
カ

月
、
こ
れ
だ
け
で
身
体
の
状
況
が
改
善

す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
現
在
、
要
支

援
１
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
数
は
。
６
カ
月
の
サ
ー
ビ
ス
終
了

後
、
受
け
皿
と
な
る
総
合
事
業
を
実
施

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
確
保

さ
れ
て
い
る
か
。

答

利
用
者
が
セ
ル
フ
ケ
ア
の
意
識

や
知
識
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
後
も
生
活
機
能
の
維
持

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
平
成
３０
年
度
に
要
支
援

１
で
予
防
専
門
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
月
平
均
５
１
８

人
。
介
護
予
防
講
座

や
、
各
地
で
自
主
的

に
立
ち
上
げ
て
活
動

さ
れ
て
い
る
ご
ま
ん

ぞ
く
体
操
な
ど
が
ふ

え
て
い
る
。

野
本
篤
（
自
民
清
風
会
）

問

積
極
的
な
次
世
代
新
技
術
の
導

入
に
お
い
て
、
広
域
的
な
取
り
組

み
や
自
治
体
連
携
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答

本
市
は
昨
年
、
中
枢
中
核
都
市

の
指
定
を
受
け
た
。
新
技
術
導
入

に
向
け
て
広
域
的
な
事
業
活
動
を
進
め

る
こ
と
は
本
市
が
担
う
べ
き
役
割
と
考

え
て
い
る
。
災
害
リ
ス
ク
を
人
工
知
能

で
分
析
・
予
見
す
る
取
り
組
み
を
豊
田

市
や
安
城
市
、
幸
田
町
な
ど
周
辺
自
治

体
に
加
え
、
名
古
屋
大
学
と
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

全
国
的
な
連
携
体
制
で
は
、
静
岡
市
、

熊
本
市
な
ど
の
中
枢
中
核
都
市
を
初
め

と
す
る
研
究
会
に
お
い
て
、
本
市
は
事

務
局
と
し
て
中
心
的
役
割
を
務
め
、
毎

月
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

国
と
の
関
係
も
積
極
的
に
進
め
、
国

土
交
通
省
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
パ

ー
ト
ナ
ー
制
度
に
参
画
し
、
先
進
事
例

の
共
有
や
財
源
等
に
つ
い
て
、
重
点
的

に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し

て
い
く
。

三
浦
康
宏
（
無
所
属
）

問

本
市
は
県
内
２
位
、
１
５
０
０

カ
所
以
上
の
「
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
」
他
、
多
く
の
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
箇
所
を
有
す
る
が
、
そ
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
自
然
災
害
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
減
災

に
向
け
た
自
助
・
共
助
へ
導
く
べ
く
本

市
が
実
践
し
て
い
る
急
傾
斜
地
対
策
は
。

答

何
よ
り
ハ
ー
ド
整
備
が
急
務
で

あ
り
、
県
に
対
し
、
施
工
し
て
い

る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の
早
期
完

了
及
び
避
難
所
な
ど
緊
急
を
要
す
る
未

整
備
区
域
の
早
期
事
業
化
を
継
続
的
に

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
作
成
か
ら
３
年

が
経
過
し
た
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
最
新
の
情
報
に
更
新
し
再

配
布
す
る
こ
と
や
、
防
災
出
前
講
座
、

地
域
総
合
防
災
訓
練
な
ど
で
も
地
域
特

性
に
応
じ
た
内
容
を
盛
り
込
み
、
市
民

や
危
険
箇
所
に
居
住
す
る
住
民
に
、
居

住
地
の
危
険
度
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

早
期
避
難
な
ど
自
ら
の
命
を
守
る
意
識
、

知
識
を
周
知
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

畔
柳
敏
彦
（
公
明
党
）

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
は
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
収
入
増
や
人
材

確
保
が
で
き
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業

研
究
会
や
協
議
会
設
立
の
見
解
を
伺
う
。

答

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
の
委

員
に
福
祉
関
係
者
を
加
え
る
際
に
、

名
称
や
中
身
等
に
含
め
て
検
討
す
る
。

問

農
福
連
携
を
考
え
た
と
き
、
Ｊ

Ａ
や
大
手
企
業
、
福
祉
関
係
者
を

対
象
に
講
演
や
現
地
視
察
を
行
い
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
啓
発
す
る
こ
と
の
見
解
を
伺
う
。

答

国
で
は
、
省
庁
横
断
の
農
福
連

携
等
推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

第
２
回
目
の
会
議
で
は
、
農
福
連
携
を

全
国
的
に
進
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
決
定
さ

れ
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
農
福
連
携

に
関
わ
る
農
家
、
福
祉
事
業
者
、
Ｊ
Ａ
、

特
例
子
会
社
な
ど
を
新
た
に
３
０
０
０

程
度
創
出
す
る
目
標
が
示
さ
れ
た
。
本

市
に
お
い
て
も
全
国
的
な
流
れ
に
乗
り

遅
れ
な
い
よ
う
に
、
視
察
や
研
修
も
含

め
て
、
福
祉
部
局
と
連
携
し
て
農
福
連

携
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

6おかざき議会だより│vol.１９８



地
域
電
力
小
売
会
社
設
立
と

介
護
職
員
人
材
確
保

岡
崎
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
の
特
長
に
つ
い
て

が
ん
検
診
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

〜
防
犯
カ
メ
ラ

野
々
山
雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

問

市
が
保
有
す
る
ご
み
焼
却
炉
を

安
定
電
源
と
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
電
力

会
社
を
設
立
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
計
画
は
。

答

新
会
社
は
事
業
リ
ス
ク
を
極
力

抑
え
た
運
営
を
想
定
し
て
い
る
。

予
備
調
査
の
結
果
、
事
業
利
益
の
確
保

が
見
込
ま
れ
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
て
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
定
し
今
年

度
３
月
に
は
新
会
社
を
設
立
し
た
い
。

問

本
市
の
介
護
職
員
人
材
確
保
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
他
に
大
型
商

業
施
設
で
複
数
回
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。

答

福
祉
就
職
フ
ェ
ア
は
Ｖ
Ｒ
認
知

症
疑
似
体
験
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
、
高
齢
者
身
体
機
能
体
験
な
ど
、
広

く
介
護
や
高
齢
者
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
な
じ
み
の
な
い
人
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た

就
職
相
談
ブ
ー
ス
で
は
３３
法
人
が
出
展

し
、
福
祉
事
業
者
の
製
品
販
売
も
行
う
。

簗
瀬
太
（
自
民
清
風
会
）

問

令
和
２
年
度
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
が
、

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
「
岡
崎
市

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」
で
は
、
子
供

た
ち
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
育

成
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
特
長
は
何
か
。

答

最
先
端
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
を
通
じ
て
、
市
内
の
全
て
の
児

童
に
論
理
的
思
考
力
や
情
報
活
用
能
力

を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
ら
の

資
質
・
能
力
の
育
成
は
、子
供
が
身
に
つ

け
る
べ
き
基
礎
能
力
と
し
て
、
全
て
の

教
科
・
領
域
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
一
部
の
教
科
の
例
示
し
か
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と

な
っ
て
「
岡
崎
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

特
長
と
し
て
は
、「
系
統
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」「
授
業
づ
く
り
４
点
セ
ッ

ト
」「
研
修
体
制
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
」
の

３
点
で
、
全
市
的
な
実
施
は
、
全
国
で

も
先
進
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

畑
尻
宣
長
（
公
明
党
）

問

市
民
は
市
の
健
診
だ
け
で
な
く

職
場
等
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
る
が
、
市
民

の
中
に
は
、
ま
だ
が
ん
検
診
を
受
診
し

て
い
な
い
人
が
い
る
。
本
市
の
が
ん
検

診
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答

受
診
者
の
利
便
性
を
図
り
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
全
国
健
康
保
険
協
会
愛
知

支
部
の
実
施
す
る
被
扶
養
者
向
け
の
特

定
健
康
診
査
と
市
の
が
ん
検
診
を
同
日

に
受
診
で
き
る
日
程
を
試
行
的
に
設
け

て
い
く
。
更
に
、
が
ん
検
診
の
委
託
先

で
あ
る
岡
崎
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

こ
れ
ま
で
は
る
さ
き
健
診
セ
ン
タ
ー
の

み
で
行
っ
て
い
た
施
設
型
の
集
団
方
式

に
よ
る
が
ん

検
診
を
、
市

内
の
２
カ
所

の
協
力
医
療

機
関
で
も
受

診
で
き
る
よ

う
に
拡
大
し

て
い
く
。

小
木
曽
智
洋
（
自
民
清
風
会
）

問

現
行
の
補
助
制
度
の
み
で
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
台
数
の
大
幅
な

増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
更
な
る
普
及
を
推
進
す
る
た
め
の
今

後
の
方
針
と
、
本
市
で
活
躍
す
る
多
く

の
青
パ
ト
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

防
犯
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
約
９
割
の
市
民
が

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
希
望
し
て
い
る
。

設
置
を
希
望
す
る
学
区
に
は
、
補
助
金

を
交
付
す
る
等
普
及
促
進
に
努
め
て
き

た
が
、
学
区
に
よ
っ
て
は
予
算
の
都
合

上
設
置
に
至
ら
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

昨
今
の
子
供
を
巻
き
添
え
に
し
た
犯
罪

事
例
を
踏
ま
え
、
子
供
の
登
下
校
を
初

め
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

早
い
時
期
に
市
の
直
営
に
よ
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
検
討
す
る
。
青
パ
ト
に

つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
を
進
め
、
走
る
防
犯
カ
メ
ラ
と
し

て
、
犯
罪
の
抑
止
及
び

地
域
の
自
主
防
犯
活
動

の
増
強
に
つ
な
が
る
よ

う
活
用
し
て
い
く
。

一般質問

はるさき健診センター

防犯カメラ
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特
殊
詐
欺
対
策

持
続
可
能
な
地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
振
興
施
策

ひ
き
こ
も
り
は
約
百
人
に
１
人
。

専
門
員
の
配
置
を

井
町
圭
孝
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

特
殊
詐
欺
対
策
で
首
都
圏
を
中

心
に
電
話
機
に
取
り
つ
け
る
録
音

機
を
貸
与
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、

本
市
で
も
貸
与
し
て
は
ど
う
か
。

答

東
京
都
は
特
殊
詐
欺
対
策
と
し

て
録
音
機
の
無
償
貸
出
し
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
で
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
本
市
に
対
し
て
も
貸
出
し

制
度
の
有
無
に
つ
い
て
数
十
件
の
問
合

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
殊
詐
欺
は
、

従
来
か
ら
電
話
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

最
も
重
要
な
対
策
方
法
と
し
て
は
犯
人

と
接
触
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
本
市
で

は
警
察
と
連
携
し
、
ま
ず
は
手
軽
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
対
策
と
し
て
、

留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
、
不
要
な

電
話
に
出
な
い
よ
う
注
意
喚
起
を
行
っ

て
き
た
。
詐
欺
の
手
口
は
多
様
化
し
、

は
が
き
、
封
書
、
メ
ー
ル
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊
詐
欺
対

策
用
品
も
様
々
な
形
式
の
も
の
が
市
販

さ
れ
て
お
り
、
手
口
と
対
策
用
品
の
有

用
性
を
研
究
し
、
対
策
用
品
の
無
償
貸

出
し
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

杉
浦
久
直
（
自
民
清
風
会
）

問

企
業
や
地
域
が
連
携
し
地
域
課

題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
地
域

の
担
い
手
不
足
解
消
に
有
効
で
あ
り
、

各
支
所
の
今
後
の
役
割
を
期
待
す
る
。

一
方
で
、
町
内
会
は
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
透
明
性
の
あ
る
組
織
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
の
高
い
町
内

会
加
入
率
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
今
後
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答

本
市
の
５
５
６
町
の
町
内
会
で

構
成
さ
れ
自
治
組
織
の
中
核
を

担
っ
て
い
る
岡
崎
市
総
代
会
連
絡
協
議

会
が
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
組
織
と
し
て

機
能
し
て
い
る
た
め
高
い
町
内
会
加
入

率
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
会
の

取
り
組
み
を
透
明
化
し
情
報
発
信
し
て

加
入
へ
の
理
解
を
得
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

総
代
業
務
の
負
担
軽
減
、
存
続
が
危
う

い
町
内
会
の
規
模
の
適
正
化
、
新
た
な

担
い
手
の
発
掘
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に

総
代
会
連
絡
協
議
会
と
連
携
協
議
し
、

持
続
可
能
な
組
織
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

小
田
高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

ひ
き
こ
も
り
、
８
０
５
０
問
題

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
相
談
者

と
伴
走
す
る
支
援
員
の
配
置
が
有
効
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
現
状
を
伺
う
。

答

内
閣
府
の
調
査
（
平
成
３０
年
１２

月
）
か
ら
、
市
内
に
は
１５
歳
か
ら

６４
歳
ま
で
の
ひ
き
こ
も
り
が
、
３
７
０

０
人
と
推
計
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

約
百
人
に
１
人
と
推
計
さ
れ
る
。

家
族
な
ど
を
含
め
る
と
相
当
な
数

に
な
る
。
や
は
り
、「
子
ど
も
若
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
設
置
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答

本
市
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
の
中
で
子
供
、
若
者
に
対
応

で
き
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
き
た
。

今
後
は
、
福
祉
総
合
相
談
体
制
が
整
え

ら
れ
、
ひ
き
こ
も
り
を
含
め
た
相
談
窓

口
が
充
実
す
る
。
子
ど
も
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
考
え
て
な
い

が
、
福
祉
総
合
相
談
体
制
を
構
築
し
て

い
く
中
で
、
そ
の
機
能
を
補
完
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
研
究
を
し
て
い
く
。

▼
議
会
を
傍
聴
し
て

市
民
が
要
望
す
る
事
業
に

対
し
て
、
丁
寧
か
つ
的
確
な

質
問
や
要
望
が
さ
れ
て
い
た
。

歴
史
・
文
化
・
教
育
の
中
核

都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
整

備
を
願
う
。

質
問
者
は
1
回
の
理
事
者

の
答
弁
で
終
え
る
の
で
な
く
、

持
論
を
掲
げ
て
議
論
を
進
め

る
と
、
議
会
は
緊
張
感
の
中

で
活
性
化
す
る
と
思
う
。

総
代
と
し
て
間
接
的
に
市

政
に
関
与
す
る
た
め
初
め
て

傍
聴
し
た
が
、
各
市
議
の
真

剣
さ
に
感
心
し
た
。

一
問
一
答
方
式
は
、
非
常

に
わ
か
り
や
す
く
て
よ
い
。

真
剣
な
一
般
質
問
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
勉
強
に

な
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
持
ち
込
め
る

よ
う
に
し
て
、
必
要
な
時
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら

ど
う
か
。

一般質問
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条
例
議
案

■
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
／
建
築
基

準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
用
途
地

域
に
お
け
る
建
築
等
許
可
申
請
手
数

料
の
額
を
改
め
る
。

■
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
／

世
帯
数
の
増
加
等
に
伴
い
負
担
が
増

し
た
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
民
生
委
員
の
定
数
を
増
員
し
、

５
７
０
人
と
す
る
。

■
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
／
籠
田

公
園
の
再
整
備
に
伴
い
、
新
た
に
有

料
公
園
施
設
と
し
て
電
源
設
備
の
使

用
料
を
定
め
る
。

■
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
制
限
条
例
の
一
部
改
正
／
西
三
河

都
市
計
画
美
合
つ
む
ぎ
地
区
計
画
に

お
い
て
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ

た
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
建
築

に
関
す
る
制
限
事
項
を
定
め
る
。

■
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
／
住
宅

用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
し
て

特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知

設
備
を
設
置
し
た
場
合
を
加
え
る
等

の
改
正
を
す
る
。

そ
の
他
議
案

■
工
事
請
負
の
契
約
／
中
央
緑
道
等
整

備
工
事
そ
の
２
の
契
約
を
行
う
。

■
物
品
の
取
得
（
災
害
対
応
特
殊
屈
折

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
外
４

件
）
／
災
害
対
応
特
殊
屈
折
は
し
ご

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
災
害
対
応

特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
災
害
対

応
特
殊
救
急
自
動
車
、
高
度
救
命
処

置
用
資
機
材
、
中
学
校
用
の
机
・
椅

子
を
取
得
す
る
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
総
務
費
／
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
請

負
費
な
ど
５
４
０
万
円
の
増

○
民
生
費
／
私
立
保
育
園
等
施
設
型
給

付
費
、
土
地
購
入
費
（
新
設
保
育
園

整
備
事
業
）、
未
婚
の
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
臨
時
・
特
別
給
付
金
な
ど

約
５
億
３
５
２
５
万
円
の
増

○
衛
生
費
／
風
し
ん
予
防
対
策
事
業
費

補
助
金
な
ど
約
８
１
２
万
円
の
増

○
教
育
費
／
子
育
て
支
援
施
設
等
利
用

給
付
費
、
私
立
幼
稚
園
等
施
設
型
給

付
費
な
ど
約
１
８
８
３
万
円
の
増

▶障がいのある方の傍聴について
障がいのある方にも傍聴しやすい環境を整えていますので、ぜひ御利用ください。
•車椅子スペースの設置
•手話通訳／要約筆記※
•ヒアリングループ（磁気誘導ループ）設置※
•点字資料の提供※
※御利用に当たっては傍聴予定日の１週間前までに御予約ください。
▶本会議傍聴時の託児について
本会議傍聴時の託児サービスを実施しています。
傍聴予定日２日前の１６時までに御予約ください。

お問合せ先 議会事務局総務課 ☎２３‐６３８２ FAX２３‐６５３８

令和元年度６月補正予算
（単位：万円）
補正後

１３，０５７，４５７
６，８６６，７６４
６，０７９，６９５
２６，００３，９１６

補正額
５５，４５７
△３０，７５７

０
２４，７００

補正前
１３，００２，０００
６，８９７，５２１
６，０７９，６９５
２５，９７９，２１６

一般会計
特別会計
企業会計
合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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総
務
企
画
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

債
務
負
担
行
為

問

工
事
着
手
ま
で
の
、
賃
借
す
る

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
用
地
の
活
用
方

法
は
。
ま
た
、
事
業
者
決
定
に
至
ら
な

か
っ
た
場
合
の
考
え
は
。

答

賃
借
す
る
用
地
は
、
施
設
整
備

事
業
者
の
現
場
事
務
所
や
、
か
わ

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
の
活
用
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
事
前
調
査
に
よ
り
事
業

者
が
参
入
し
や
す
い
手
法
を
構
築
し
て

お
り
優
良
な
事
業
提
案
が
あ
る
と
期
待

し
て
い
る
が
、
事
業
者
決
定
に
至
ら
な

か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
事
業
実
施

に
向
け
て
手
法
の
見
直
し
な
ど
を
行
い

再
募
集
す
る
予
定
で
、
そ
の
際
に
も
こ

の
用
地
は
民
間
提
案
の
幅
を
広
げ
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
病
院
委
員
会

民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

問

現
在
の
民
生
委
員
１
人
当
た
り

の
担
当
世
帯
数
と
、
条
例
改
正
後

の
世
帯
数
は
。
ま
た
、
民
生
委
員
の
な

り
手
不
足
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答

中
核
市
に
お
け
る
民
生
委
員
の

定
数
の
基
準
は
１
人
当
た
り
１
７

０
か
ら
３
６
０
世
帯
と
さ
れ
て
お
り
、

平
成
３０
年
６
月
時
点
の
本
市
の
平
均
担

当
世
帯
数
は
３
３
２
世
帯
で
あ
っ
た
が
、

３
６
０
世
帯
を
超
す
地
域
が
１
４
３
、

そ
の
う
ち
５
０
０
世
帯
を
超
す
地
域
が

３７
あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
１

人
当
た
り
の
平
均
世
帯
数
は
３
２
８
世

帯
と
な
る
。
ま
た
、
定
数
の
増
員
を
予

定
し
て
い
る
地
域
は
、
基
準
を
大
幅
に

超
え
る
世
帯
を
担
当
し
、
高
齢
化
率
も

高
い
こ
と
か
ら
、
負
担
が
大
幅
に
軽
減

さ
れ
る
。
身
近
な
地
域
で
住
民
の
心
に

寄
り
添
い
支
え
る
民
生
委
員
の
必
要
性

や
、
担
う
職
務
の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
十
分
な
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
負
担
軽
減
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

文
教
生
活
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

教
育
費

問

エ
ア
コ
ン
の
運
用
指
針
策
定
の

手
順
と
内
容
は
。

答

運
用
指
針
は
、
校
長
や
養
護
教

諭
の
代
表
、
教
育
監
、
教
育
部
長

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
運
用
指
針
策
定
検

討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
案
を
作
成
し
て

い
る
。
教
育
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
長
及
び
顧
問
、
各
学
校
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
決
定
し
周
知
を
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
温
度
設
定
や
稼
働
時
間
、

効
率
的
な
運
転
の
方
法
な
ど
を
定
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
温

度
設
定
は
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
基
づ

き
夏
は
２８
度
、
稼
働
時
間
は
授
業
中
や

給
食
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
他
、
放
課
や

部
活
動
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
と
し
、

先
生
の
判
断
で
各
教
室
の
リ
モ
コ
ン
で

操
作
す
る
。
ま
た
、
効

率
的
な
運
転
を
す
る
た

め
、
既
存
の
扇
風
機
や

今
回
設
置
し
た
遮
熱
カ

ー
テ
ン
を
活
用
す
る
。

経
済
建
設
委
員
会

工
事
請
負
の
契
約
（
中
央
緑
道
等
整
備

工
事
そ
の
２
）

問

市
道
籠
田
町
線
の
車
道
及
び
歩

道
の
道
路
改
良
工
事
を
施
工
す

る
に
当
た
り
、
交
差
点
部
の
安
全
対
策

と
自
転
車
へ
の
対
策
は
。

答

国
道
１
号
及
び
籠
田
公
園
南
の

信
号
交
差
点
部
に
は
車
両
用
防
護

柵
の
設
置
を
計
画
し
、
市
道
籠
田
町
線

は
歩
車
共
存
道
路
等
と
し
て
整
備
す
る
。

警
察
と
の
協
議
を
重
ね
、
自
動
車
の
走

行
速
度
を
低
減
さ
せ
る
道
路
構
造
と
しきょう

て
、
信
号
の
な
い
交
差
点
付
近
に
は
狭

さ
く

く
っ
き
ょ
く

窄
部
や
屈
曲
部
を
設
け
る
計
画
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
自
転
車
へ
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
車
道
部
と
歩
道
部
の
間
に
１

メ
ー
ト
ル
の

自
転
車
通
行

空
間
を
設
け
、

水
色
の
矢
羽

根
型
路
面
標

示
を
設
置
し

て
い
く
。

４
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中央緑道イメージパース
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工
事
請
負
の
契
約
（
中
央
緑
道
等
整
備

工
事
そ
の
2
）

自
民
清
風
会

「
大
階
段
テ
ラ
ス
は
機
能
性
や
デ
ザ
イ

ン
性
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
完
成
が

待
ち
望
ま
れ
る
。
工
事
は
狭
い
空
間
で

の
施
工
と
な
る
た
め
、
今
後
も
近
隣
住

民
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
安
心
安

全
を
確
保
し
て
工
事
を
進
め
ら
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
大
階
段
テ
ラ
ス
は
照
明
に
よ
る
演
出

に
よ
り
温
か
さ
が
生
ま
れ
る
と
共
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
し
て
お
り
、

幅
広
い
世
代
が
利
用
す
る
公
園
と
し
て

大
い
に
期
待
す
る
。
工
期
に
遅
れ
が
な

い
よ
う
、
ま
た
安
全
な
工
事
を
お
願
い

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
回
遊
性
と
共

に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
籠
田

公
園
ま
で
の
通
り
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
熱
中
症
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
そ
も
そ
も
住
民
が
ど
う
い
う
ま
ち
を

望
ん
で
い
る
の
か
を
出
発
点
に
し
て
い

な
い
の
が
問
題
で
あ
る
。
安
全
に
散
歩

が
で
き
る
散
策
路
程
度
の
整
備
に
と
ど

め
る
べ
き
」と
意
見
を
述
べ
、反
対
し
た
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

自
民
清
風
会

「
籠
田
公
園
内
で
日
常
的
に
物
販
や
飲

食
サ
ー
ビ
ス
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、

市
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
、
エ
リ
ア

の
価
値
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、

籠
田
公
園
と
中
央
緑
道
に
合
計
２９
カ
所

の
電
源
が
設
置
さ
れ
て
午
後
１０
時
ま
で

使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
及
び

近
隣
町
内
会
と
の
調
整
や
対
策
な
ど
の

ル
ー
ル
作
り
も
検
討
さ
れ
た
い
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
籠
田
公
園
で
電
気
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
様
々
な
可
能
性
が
広
が

る
と
期
待
す
る
。
鍵
の
紛
失
や
、
過
電

流
が
発
生
す
る
よ
う
な
不
正
利
用
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
籠
田
公
園
の
魅
力
創
り
と
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
に
も
、
稼
げ
る
営
業
活
動

の
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
早
期
に
作
ら
れ

た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
籠
田
公
園
へ
の
電
源
設
置
に
は
反
対

し
な
い
が
、
1
日
利
用
す
る
と
料
金
が

上
が
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

自
民
清
風
会

「
今
回
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
用
地

の
借
地
は
、
既
存
の
敷
地
と
一
団
で
活

用
で
き
る
唯
一
の
土
地
で
あ
り
、
募
集

に
先
立
ち
事
業
地
の
確
保
が
で
き
る
こ

と
は
本
市
に
も
事
業
者
に
も
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
こ
と
と
評
価
す
る
。
経
済
界
を

初
め
各
種
団
体
に
と
っ
て
待
望
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
事
業
の
推
進
を
図
ら
れ
る
と

共
に
、
来
年
度
、
今
回
の
借
地
の
一
時

的
な
活
用
方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
寄
附
金
を
活
用
し
、
名
鉄
東
岡
崎
駅

及
び
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
周
辺
に
9
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。
設
置
場
所
は
犯

罪
者
の
検
挙
と
犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
げ

る
た
め
警
察
な
ど
の
捜
査
機
関
と
連
携

し
て
進
め
ら
れ
る
が
、
公
共
施
設
以
外

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
設
置
指
針

な
ど
を
明
確
に
し
、
地
域
や
市
民
に
理

解
さ
れ
る
取
り
組
み
を
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
3
0
0
人
程
度
の
大
規
模
な
会
議
を

開
催
し
つ
つ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
を
行
え

る
施
設
の
必
要
性
は
、
需
要
調
査
の
結

果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
施
設
整
備

は
、
県
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
会
議
な

ど
を
市
内
に
呼
び
込
む
こ
と
で
の
経
済

効
果
、
交
流
の
増
大
な
ど
、
本
市
の
発

展
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
着
実
に
推
進

さ
れ
た
い
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
稼
働
率
や

採
算
見
込
み
、
利
用
見
込
み
な
ど
が

は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
５０
数
億
円
の
公

費
を
投
入
し
て
建
設
さ
れ
る
」
と
意
見

を
述
べ
、
反
対
し
た
。

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
各
会
派
等

が
賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛

同
を
求
め
ま
し
た
。
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公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

×
×
×

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

×
×
×

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

×
×
×

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

×
×
×

採
決
結
果

承認

可決

異議なし

可決

不採択

件 名
市長提出議案

市税条例等の一部を改正する条例の専決処分
工事請負の契約（中央緑道等整備工事その２）
土地区画整理に伴う町及び字の区域の設定
物品の取得（災害対応特殊屈折はしご付消防ポンプ自動車）
物品の取得（災害対応特殊消防ポンプ自動車）
物品の取得（災害対応特殊救急自動車）
物品の取得（高度救命処置用資機材）
物品の取得（机・椅子）
手数料条例の一部改正
市税条例等の一部改正
民生委員定数条例の一部改正
介護保険条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
地区計画の区域内における建築物制限条例の一部改正
火災予防条例の一部改正
令和元年度一般会計補正予算（第１号）
令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度阿知和地区工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和元年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第１号）
人権擁護委員の推薦

議員提出議案
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書の提出
天皇陛下御即位に当たっての賀詞決議

後期高齢者医療費の自己負担を２割にしないことを求める意見書の提出
公的年金制度の改善を国へ求める意見書の提出
消費税１０％増税の中止を求める意見書の提出

最低賃金の引上げ、全国一律最低賃金制の確立を求める意見書の提出
公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見書の提出
すべての労働者に、安定した雇用と１日８時間の労働で暮らせる人間らしい働き方を求める意見
書の提出
住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出
地方財政の拡充を求める意見書の提出
沖縄県民の民意を真摯に受け止め、地方自治を尊重し、辺野古の新基地など米軍基地建設の中
止を求める意見書の提出
保育士の人材定着・確保のため、職員配置基準と公定価格を抜本的に改善し、大幅増員と賃金の
引き上げを求める意見書の提出
消費税率１０％への引き上げの中止を求める意見書の提出
すべての子どもたちによりよい幼児教育・保育の無償化の実現を求める意見書の提出
「天皇陛下ご即位奉祝」賀詞奉呈を求めること

承１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
諮１

議１
議２
請願
請１
請２
請３
陳情
陳１
陳２

陳３

陳４
陳５

陳６

陳７

陳８
陳９
陳１０

（○賛成、×反対）
会派別賛否

意見を付して議長に
報告することとした。

審議結果 ６月定例会
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平成30年度政務活動費収支報告
市議会HPで全て公開

政務活動費とは
地方自治法の規定に基づき、議員の政務活動
に必要な経費の一部として、会派又は議員に交
付されるものです。本市議会では、１人当たり、
月５万円（年額６０万円）を支給しています。
主な内訳としては、先進地への調査研究視察
に要する経費、研修会への参加に要する経費、
資料の作成に要する経費、必要な図書、資料な
どの購入に要する経費です。
地方分権により議会の役割も増大した中、政
策提言・監視機能を高めるために活用していま
す。

パソコンなどでも閲覧可能
本市議会では、収支報告書・視察報告・領収書など、全てを市議会ＨＰで公開しています。また、
市役所西庁舎１階市政情報コーナーで閲覧することもできます。
御不明な点は、議会事務局総務課（☎０５６４‐２３‐６３８２）までお問合せください。

返還額
①－②

１，５３９，６３４

２，１１７，１４２

９９８，７３７

６２２，９２１

０

２６，８７４

６６，８７９

５８３，０９９

５０１，７７１

１０６，８２１

６，５６３，８７８

合計②

５，９１０，３６６

３，２８２，８５８

１，４０１，２６３

１，７７７，０７９

１，９８０，３７７

５７３，１２６

５３３，１２１

１６，９０１

９８，２２９

２４３，１７９

１５，８１６，４９９

人件費

１，０４０，５４７

１５１，０４６

１，１９１，５９３

資料購入費

１１，７３９

５９，５０８

１６，８４８

２５，３２０

２４２，７１０

９，３９６

３６５，５２１

資料作成費

１，０１５，２６０

６２１，０５３

１２２，７４４

５９，７７５

３２４，７７４

３３３，３７８

３３１，８６５

７，５０５

５，５２１

１２，２８９

２，８３４，１６４

広聴費

１４，３８６

４７３，２２２

４８７，６０８

広報費

７８８，６２５

７８８，６２５

研修費

６４１，５７０

２５９，７４８

１８５，７９０

１，０８７，１０８

調査研究費

３，２０１，２５０

２，６０２，２９７

１，２４７，２８５

１，４３２，２３６

２３９，７４８

２０１，２５６

９２，７０８

４５，１００

９，０６１，８８０

交付額①

７，４５０，０００

５，４００，０００

２，４００，０００

２，４００，０００

１，８００，０００

６００，０００

６００，０００

６００，０００

６００，０００

３５０，０００

２２，２００，０００

会派名

自民清風会
※（１２人）

民政クラブ
（９人）

チャレンジ岡崎・
無所属の会
（４人）

公明党
（４人）

日本共産党
岡崎市議団
（３人）

（無所属）
蜂須賀喜久好

（無所属）
山崎泰信

（無所属）
大原昌幸

（無所属）
三浦康宏

（無所属）
野 山々雄一郎
※～Ｈ３０．１０

計

平成３０年度 政務活動費決算額内訳

※平成３０年１０月に野々山雄一郎議員は自民清風会へ加入
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議会運営委員会

５月１４日 議会改革の取り組み及び
議会のＩＣＴ化 【飯能市】

調査内容
紙使用量の削減を目指す中、東日本大震災が
発生。議会としても電気、紙の使用量削減の取
り組みを行う中で、市長からペーパーレスの協
力要請があり、平成２４年に議会、執行部一体で
タブレット端末を導入した。導入時の費用や調
達方法、導入の効果、導入後の運用状況及び課
題について調査を行った。
委員長所感
平成２４年のタブレット導入は全国的にも早く、
執行部、議会共に「ごみの削減」「電気代の削
減」「紙の削減」と資源を大切にする当たり前
の原点を見直すことを基に検討が進められ、決
定事項は後戻りしない強い意志での導入である。
削減効果はもちろんであるが、職員の事務効率
にも大きく貢献している。タブレット端末は
ファクスによる情報伝達との比較においても、
決して高い経費ではない。まずは導入に向けた
検討がされ、徐々に精度・活用度を上げていく
のもよいのではと考える。

その他の調査事項
５月１５日 議会改革の取り組み 【柏市】
５月２２日 ６月定例会の運営

議会広報委員会

５月１６日 議会広報 【加賀市】

調査内容
加賀市議会は広報広聴を充実強化するため、
平成２８年度から議会だよりモニター制度を導入
した。また、議会広報の取り組みとして広報番
組の放送や、議会報告会、議会おでかけ教室な
どを実施している。これらの取り組みについて
調査を行った。
委員長所感
市民の立場に立った紙面づくりのために、議
会だよりモニター制度を導入している。一般公
募を含め１０名のモニターを選任し、意見・提案
を次回の議会だよりに反映することは、議会が
市民に、より身近に感じてもらえるための試み
でもある。モニターをいかに選任するかが課題
のようだが、本市議会においても一考すべきで
ある。

その他の調査事項
３月２２日 議会だより
４月３日 議会だより第１９７号の発行
４月１０日 議会だより第１９７号の発行

委員会のインターネット中継【豊橋市】
５月１５日 議会広報 【松阪市】
５月２３日 議会広報 【安城市】

常任委員会

第３・４委員会室

議会大会議室

第３・４委員会室

第３・４委員会室

岡崎市ＱＵＲＵＷＡプロジェクト コンベンション施設整備基本計画

福祉総合相談窓口

岡崎市立小中学校空調設備整備事業

空き家対策と新たな住宅セーフティネット制度

総務企画
４月１２日
福祉病院
４月２６日
文教生活
４月２５日
経済建設
４月２４日

委員会調査報告
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総合計画等検討特別委員会

５月１６日 第６次宇都宮市総合計画
【宇都宮市】

調査内容
第６次宇都宮市総合計画は宇都宮市における
都市経営の最上位の方針であり、市民・事業
者・行政などの構成員が一体となってまちづく
りに取り組むための基本的な考えや目指す将来
の姿を示した、まちづくりの指針である。その
計画の構成と期間、計画策定の市民参画の手法、
計画の特徴や市民への周知方法等について調査
を行った。
委員長所感
宇都宮市の総合計画は人口減少、少子高齢化
社会の進行や社会経済環境の変化などを踏まえ
て、長期ビジョンとして２０５０年までの基本構想
を立てている。宇都宮市にとって最大の課題は、
女性が働ける環境と人口減少にどのように対応
するかであり、人口はどの自治体においても要
であると感じた。策定後にも３０年後を担う学生
に総合計画への関心を持ってもらう取り組みを
積極的に行っており、将来都市像の実現に向け
て大変有効な手段と考える。

その他の調査事項
５月１５日 大垣市未来ビジョン 【大垣市】

健幸まちづくり推進特別委員会

５月１４日 歩いて暮らすまちづくり構想
【豊岡市】

調査内容
豊岡市は２０４０年には高齢者が４割以上となる
見込みであることや、生活習慣病での介護認定
が７割となる等の課題があることから、平成２４
年に歩いて暮らすまちづくり条例・構想を制定
した。条例・構想制定後の主な施策や評価手法、
推進体制等について調査を行った。
委員長所感
条例は、各種計画へ健康の視点を導入するた
めの指針となり、各事業計画・実施計画の展開
へと発展しており、制定の意義を確認できた。
幼児・園児・小学生へ運動習慣を促し、将来の
健康無関心層の低減へつなげる取り組みは参考
になった。取り組みの評価を医療費抑制という
数字、金額で効果を確認し、実際に効果が出て
いることを市職員や市民へ周知をすれば、更な
るモチベーションアップへつながると考える。
条例制定によって、事業の実効性、継続性が得
られ、効果のある取り組みがＰＤＣＡサイクル
でなされている現状が確認できた。

その他の調査事項
５月１３日 健幸都市づくりの取り組み【草津市】

（３月定例会終了後～５月）

現在、市議会では四つの常任委員会と二つの特別委員会、議会運営委員会、議会広報委員会を設置し
ています。
今回は、各特別委員会、議会運営委員会及び議会広報委員会の調査事項をお知らせします。
視察調査報告書の詳細は、岡崎市議会ＨＰに掲載していますのでぜひ御覧ください。
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９月定例会予定

■■■
■■
■

■
■■

■■■

議会の意思を表明するため、次の意見書・決議を可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、そ
の趣旨の実現が図られるよう要請しました。

政府などへの意見書・決議

●児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

提出先 衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、国家公安委員長、総務大臣、
法務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣

●天皇陛下御即位に当たっての賀詞決議

提出先 宮内庁長官

７月６日（土）に、西部地域交流センター・やはぎかん
で「オカザえもんと音楽にあわせて絵を描こう２０１９」が
開催されました。ジャズの生演奏に合わせ、自由な作品
創りを皆楽しんでいました。

議会ダイヤル ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チャレンジ岡崎・無所属の会
公 明 党

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

です。８月１５日木９月定例会の
請願・陳情提出締切りは、

日
9/1

8

15

22

29

土
31

7

14

21

28

金
一般質問30

6

13

20

27

木
開会、
市長提案説明、
議案説明
（一般質問）

福祉病院委員会
福祉病院分科会※

議会運営委員会

29

5

12

19

26

水

議案質疑、
決算特別委員会設置、
委員会付託
決算特別委員会

経済建設委員会
経済建設分科会※

総務企画委員会
総務企画分科会※

28

4

11

18

25

火

一般質問

決算特別委員会

文教生活委員会
文教生活分科会※

決算特別委員会

27

3

10

17

24

月

一般質問

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

8/
26

2

9

16

23

30

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

※…決算特別委員会の分科会を表しています。
○一般質問の通告内容は、開会日までに市議会ＨＰに掲載します。
○開会、一般質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクスで中継します。
また、インターネットでは開会、一般質問、議案質疑、閉会の中継を行います。
○各会議の開催時刻は午前１０時の予定ですが、各常任委員会の開催時刻は午前９時の予定です。

議 案 検 討

無
所
属

表紙の写真

議会の日程、傍聴、請願・陳情などに関する事項は、
議事課（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問合せください。

議案検討
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